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1章 式の計算

1節 式の計算

p.3-4  Step 2

（1）項 5xy，3x，-2 次数 2

xyの係数 5 xの係数 3

（2）項 12，-3a2， b
2

 次数 2

a2の係数-3 bの係数
2
1

多項式の次数は，各項の次数のうち，もっ

とも大きいものです。係数は文字のすぐ前の数です。

（1）5xyの次数は 2，3xの次数は 1だから，多項式の

次数は 2です。

（2）-3a2の次数は 2， b
2
の次数は 1だから，多項式

の次数は 2です。

b
2
は b
2
1 のことだから，bの係数は

2
1 です。

（1）6a-5b （2）-5x2-7y

（3）4.1x2-3.3x+2.5 （4） x x
3
7

4
7

2
12- -

式の項の中で，文字の部分が同じ項をまと

めます。

（1）2a-7b+4a+2b =2a+4a-7b+2b 

=6a-5b

（2）2x2-5y-7x2-2y =2x2-7x2-5y-2y 

=-5x2-7y

（3）2.7x2-0.2x+2.5+1.4x2-3.1x

=2.7x2+1.4x2-0.2x-3.1x+2.5

=4.1x2-3.3x+2.5

（4） x x x x
3
1

2
1 2

4
32 2- - + -

= x x x x
3
1 2

4
3

2
12 2+ - - -

= x x
3
7

4
7

2
12- -

1

解き方

2

解き方

（1）和 8a+2b 差-4a-4b

（2）和 x y
5
13

11-  差 x y
5
17
-

それぞれの式にかっこをつけて，記号+，

-でつないで計算します。そのあと，かっこをはず

し，同類項をまとめます。

（1）(2a-b)+(6a+3b) =2a-b+6a+3b 

=2a+6a-b+3b 

=8a+2b

(2a-b)-(6a+3b) =2a-b-6a-3b 

=2a-6a-b-3b 

=-4a-4b

（2）(3x-6y)+ x y
5
2

5- -c m  =3x-6y x y
5
2

5- -  

= x x y y3
5
2

6 5- - -  

= x x y
5
15

5
2

11- -  

= x y
5
13

11-

(3x-6y)- x y
5
2

5- -c m  =3x-6y x y
5
2

5+ +  

= x x y y3
5
2

6 5+ - +  

= x x y
5
15

5
2

+ -  

= x y
5
17

-

（1）5x-3y （2）a-5

（2）ひく式の各項の符号を変えて加えます。

 3a - b

-)  2a - b +5

　
➡
　  3a - b

+)  -2a + b -5

また，式の一部に何もない部分があるときは 0があ

ると考えて計算します。答えに 0が出たときは書か

ないで空欄のままにします。

3a-2a=a，-b-(-b)=0，

0-5=-5

3

解き方

4

解き方

 3a - b

+)  -2a + b -5

 a  -5
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2

（1）-15a+40b （2）8a-b

（3）11x-10y （4）2x-10y-4

（5） x y
12
5

4
3

-  （6）
x y
6

5 5+

多項式と数の乗法は，分配法則を使います。

多項式と数の除法は，乗法の形に直します。

（1）-5(3a-8b) =-5*3a+(-5)*(-8b) 

=-15a+40b

（2）(48a-6b)/6 =(48a-6b)*
6
1

 

=
a b
6
48

6
6-  

=8a-b

（3）3(x-2y)+4(2x-y) =3x-6y+8x-4y 

=11x-10y

（4）4(2x-3y-1)-2(3x-y)

=8x-12y-4-6x+2y

=2x-10y-4

（5） x y x y
3
1
2 3

4
1

- - -] ]g g

= x y x y
3
2

4
1

4
1- - +

= x x y y
8

12
3

4
4

4
1

12
- - +

= x y
12
5

4
3

-

（6）通分してから計算します。
x y x y
3

4 2
2
3-

-
-  =

x y x y
6

2 4 2
6

3 3-
-

-] ]g g
 

=
x y x y

6
2 4 2 3 3- - -] ]g g

 

=
x y x y

6
8 4 3 9- - +  

=
x y
6

5 5+

参考 x y
6
5

6
5

+ と答えてもよいです。

（1）3 （2）14

はじめに式を簡単にしてから，x，yの値を

代入します。負の数は，かっこをつけて代入します。

（1）(5x-4y)-(3x-y) =5x-4y-3x+y 

=2x-3y

この式に，x
2
1= ，y

3
2=- を代入して

2x-3y=
2
1

3
2

2 3# # -- c m=1+2=3

5

解き方

6

解き方

式を簡単に
しておく。

（2）7(x-y)-5(3x+4y) =7x-7y-15x-20y 

=-8x-27y

この式に，x
2
1= ，y

3
2=- を代入して

-8x-27y=
2
1

3
2

8 27# # -- - c m=-4+18=14

（1）-6ab （2） xy
2
3 2-  （3） xy

4
3 2

（4）-3xy （5）
4
1

 （6） xy
16
7

-

単項式どうしの乗法は，係数の積に文字の積

をかけます。除法は分数の形になおし，約分します。

（2） x y
8
3

4 2# -] g  =
x y
8

3 4 2#
-  

=
x y y
8

3 4

2

1

# # # #
-

[
 

= xy
2
3 2-

（3）累乗の計算を先にします。

x
y

3 2
3 2

# -c m  =
x

y
3 4

9 2#  

= xy
4
3 2

（4）(-6x2y)/2x =(-6x2y)
x2
1

#  

=
x
x y
2
6 2

-  

=
x

x x y
2

6

1 1

3 1

#

# # #
-  

=-3xy

（5）3a2/12a2 =3a2
a12
1
2#  

=
a
a
12
3

2

2

 

=
a a
a a

12
3

4 1 1

1 1 1

# #
# #

 

=
4
1

（6） x y x
12
7

3
42 '-  =

x y x
12
7

3
42

'-  

=
x y

x12
7

4
32

#-  

=
x

x y
12 4
7 3

x

4 1

2
1

# #

# # #
-  

= xy
16
7

-

式を簡単に
しておく。

7

解き方
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（1）-2a （2）2x2

（3）1 （4）-30x3

乗除の混じった計算は，累乗の計算があれ

ば先にします。次に，全体が+ か- かを考え，残

りを分数の形にして計算します。係数が整数の場合，

*の後ろの項は分子に，/の後ろの項は分母にかけ

ることになります。

（1）4a2b*(-3b)/6ab2 =4a2b*(-3b)
ab6
1
2#  

=
6

4
ab

a b b3
2

2 #
-  

=-2a

（2） x x x
4
1

4 22# '-] g  = x x
x4

1
16

2
12# #  

=
x

x x
4 2
16 2

#
#  

=2x2

（3）-24a3/12a2/(-2a)

= a
a a

24
12
1

2
13

2# #- -c m  

=
12 2
24
a a
a
2

3

#
 

=1

（4） x y y x2
5
2

62 ' # -] g  = x y
y

x2
5
2

62 ' # -] g  

= x y
y

x2
2
5

62 # # -] g  

=
2

2 5 6
y

x y x2 # #
-  

=-30x3

8

解き方

2節 文字式の利用

p.6-7  Step 2

（例）2つの整数が，奇数と偶数のとき，m，nを
整数とすると，これらは，2m+1，2nと表さ
れる。このとき，2数の差は，
(2m+1)-2n =2m-2n+1 

=2(m-n)+1

m-nは整数だから，2(m-n)+1は奇数である。
したがって，奇数と偶数の差は奇数である。

奇数であることを説明するために，

2*（整数）+1の形をつくりましょう。

（例）連続する 3つの自然数のうち，最小の数を
nとすると，連続する3つの自然数は，n，n+1，
n+2と表される。このとき，これらの和は，
n+(n+1)+(n+2) =3n+3 

=3(n+1)

n+1は整数だから，3(n+1)は3の倍数である。
したがって，連続する 3つの自然数の和は 3

の倍数である。
連続する 3つの自然数の和が，3*（整数）の

形になっていれば 3の倍数といえます。

（例）2つの整数が，ともに奇数のとき，m，n

を整数とすると，これらは，2m+1，2n+1

と表される。このとき，2数の差は，
(2m+1)-(2n+1) =2m-2n 

=2(m-n)

m-nは整数だから，2(m-n)は偶数である。
したがって，2つの奇数の差は偶数である。

2つの奇数の差が，2*（整数）の形になって

いれば偶数（2の倍数）といえます。

V r h
3
1 2r= ， V

h
r
3

2r
=

V r h
3
1 2r= の両辺を入れかえて，

Vr h
3
1 2r =

両辺に 3をかけて Er2h=3V

両辺を Er2でわって
V

h
r
3

2r
=

1

解き方

2

解き方

3

解き方

4

解き方
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3
1 倍

（円柱 Aの体積）=Er2*h=Er2h

（円柱 Bの体積）
3
1

r h r h3 32 2# #r r= =] g

（円柱Aの体積）/（円柱Bの体積）=
3
1

r h r h32 2'r r =

（例）正方形で囲まれた 4つの数のうち，左上
の数を nとすると，右上の数は n+1，左下の
数は n+7，右下の数は n+8と表される。
このとき，これらの和は，
n+(n+1)+(n+7)+(n+8) =4n+16 

=4(n+4)

n+4は整数だから，4(n+4)は4の倍数である。
したがって，4つの数の和は 4の倍数である。

この表の数は，右へ 1つ移動すると 1増加し，

下へ 1つ移動すると 7増加することに着目し，4つの

数を 1つの文字で表しましょう。

（1）x=2y+10 （2）r
l
2r

=

（3）b a
4
3

2= -  （4）a
l
b

5
= -

（5）c=3t-a-b （6）b
h
S
a

2
= -

等式の性質を使って，〔　〕内に指定された

文字の項だけが左辺に残るように変形していきます。

（1）x-2y=10

x=2y+10

（3）3a-4b=8

-4b=-3a+8

4b=3a-8

b= a
4
3

2-

（5）t a b c
3
1

= + +] g

a b c t
3
1
+ + =] g

a+b+c=3t

c=3t-a-b

5

解き方

6

解き方

7

解き方

（2）　l=2Er

2Er=l

r=
l
2r

（4）　　　l=5(a+b)

5(a+b)=l

a+b=
l
5

a=
l
b

5
-

（6）S
a b h
2

=
+] g

a b h
S

2
+

=
] g

(a+b)h=2S

a+b=
h
S2

b=
h
S
a

2
-

p.8-9  Step 3

（1）㋐，㋒　（2）3　（3）3x2y，-6xy，-8

（4）3　（5）
3
1

-

（1）7a-3b　（2）-9x2-x　（3）0.8x+2.5y

（4）14x-9y　（5） x y
6
1

2
7- 　（6）a b

12
19+

（1）5a+b　（2）2x+9y-7

（1）12xy　（2）9x2　（3）a6　（4）-6x2y2

（5）4y　（6）-2y　（7）4b2　（8） xy
3
7 2-

（1）100　（2）-2.6

（1）y x
3
2

3
10

=- + 　（2）a
h
S2

=

2倍
（例）2つの自然数がともに 3の倍数のとき，
m，nを自然数とすると，これらは 3m，
3nと表される。このとき，2数の和は，
3m+3n=3(m+n)

m+nは自然数だから，3(m+n)は 3の倍
数である。したがって，2つの自然数がと
もに 3の倍数のとき，その和は 3の倍数
である。

解き方

（1）数と文字の積だけの式を単項式といい，加法の

記号+や減法の記号-のない式になります。

（2）4x3=4*x*x*xだから，次数は 3です。

（4）多項式では，各項の次数のうちでもっとも大き

いものを，その多項式の次数といいます。

3x2yの次数は 3，-6xyの次数は 2です。

（5）
3 3

1y
y=-- より，yの係数は

3
1

-

いずれも同類項をまとめます。かっこのある式は

かっこをはずします。

（1）4a-5b+3a+2b =4a+3a-5b+2b 

=7a-3b

（2）-2x2+4x-7x2-5x =-2x2-7x2+4x-5x 

=-9x2-x

（3）2.3x+0.6y-1.5x+1.9y

=2.3x-1.5x+0.6y+1.9y

=0.8x+2.5y

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2
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（4）3(2x+y)+4(2x-3y)

=6x+3y+8x-12y

=6x+8x+3y-12y

=14x-9y

（5） x y x y
3
1
2 3

2
1

5- - +] ]g g

= x y x y
3
2

2
1

2
5- - -

= x x y y
6
4

6
3

2
2

2
5- - -

= x y
6
1

2
7-

（6）通分してから計算します。
a b a b
4
3

3
2 4+

-
-  =

a b a b
12
3

12
4 2 43 +

-
-] ]g g

 

=
a b a b

12
3 3 2 44+ --] ]g g

 

=
a b a b9 3 8 16

12
+ - +  

=
a a b b

12
9 8 3 16- + +  

=
a b
12
19+

参考 a b
12
1

12
19

+ と答えてもよいです。

（2）ひく式の各項の符号を変えて加えます。

 4x + 5y -7

-)  2x - 4y

　
➡
　  4x + 5y -7

+) - 2x + 4y

また，式の一部に何もない部分があるときは 0が

あると考えて計算します。

4x-2x=2x，

5y-(-4y)=9y，

-7-0=-7

単項式どうしの乗法は，係数の積に文字の積をか

けます。除法は，分数の形にしたり，わる式の逆

数をかける形にしたりして計算します。

（1）3x*4y =(3*x)*(4*y) 

=3*4*x*y 

=12xy

（2）(-3x)2 =(-3x)*(-3x) 

=9x2

（3）a2*a3*a =(a*a)*(a*a*a)*a 

=a6

（4） x xy
3
2

9 2# -] g  =
x xy
3

2 9 2#
-  

=-6x2y2

3

 4x + 5y -7

+) - 2x + 4y

 2x + 9y -7

4

（5）12xy/3x =
x
xy
3
12

 

=4y

（6） xy xy
3
4

3
22 '-c m  =

xy xy
3
4

3
22

'-e o  

=
xy

xy3
4

2
32

#-e o  

=
x y

x y
3 2
4 3

y

1 1 1 1

2 1
2

1

# # #

# # #
-  

=-2y

（7）12ab*(-3ab2)/(-9a2b) =
9

12
a b
ab ab3

2

2#
 

=4b2

（8） xy x xy
3
2

2 7' #-c m  =
x

xy xy
3 2
2 7
#

#
-  

= xy
3
7 2-

（1）(7x-2y)-(-3x+8y) =7x-2y+3x-8y 

=10x-10y

この式に，x=6.3，y=-3.7を代入して，

10x-10y=10*6.3-10*(-3.7)=63+37=100

（2）-6(6x-8y)+7(5x-7y)

=-36x+48y+35x-49y

=-x-y

この式に，x=6.3，y=-3.7を代入して，

-x-y=-6.3-(-3.7)=-6.3+3.7=-2.6

等式の性質を使って，〔　〕内に指定された文字の

項だけが左辺に残るように変形していきます。

（1）2x+3y=10

3y=-2x+10

y= x
3
2

3
10

- +

（2）
2
1

S ah= の両辺を入れかえて，
2
1
ah S=

両辺に 2をかけて ah=2S

両辺を hでわって
S

a
h
2

=

（円錐 Aの体積） 1 1
r h r h

3 3
2 2# #r r= =

（円錐 Bの体積） 1 1 2
r h r h

3
2

2 3
2 2# # #r r= =] g

（円錐Bの体積）/（円錐Aの体積）
2 1
r h r h

3 3
22 2'r r= =

3の倍数であることを示すから，3*（自然数）の形

にします。

5

6

7

8
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2章 連立方程式

1節 連立方程式

p.11-12  Step 2

（1）㋐ 9 ㋑ 7	 ㋒ 7 ㋓ 9

（2）㋔ 9 ㋕ 8	 ㋖ 5 ㋗ 14

（3）(x，y)=(8，7)

（1）（2）等式に，x，yのうち，値のわかってい

るものを代入します。

（1）x+y=15に x=6を代入して，

6+y=15

y=9

x+y=15に y=8を代入して，

x+8=15

x=7

（2）2x+3y=37に x=5を代入して，

10+3y=37

y=9

2x+3y=37に y=7を代入して，

2x+21=37

x=8

（3）連立方程式の解は，（1），（2）のどちらにもあてはま

る，x，yの値の組になります。

（1）(x，y)=(-2，8)	 （2）(x，y)=(5，-2)

（3）(x，y)=( 2
1 ，

3
1

- ) （4）(x，y)=(3，-4)

（5）(x，y)=(-3，-3)

係数の絶対値が等しいものがない場合は，

どちらか一方，もしくは両方の式を何倍かすること

で，xか yの係数の絶対値をそろえます。

xか yの一方の係数の絶対値がそろっている連立方

程式では，2つの式をたしたりひいたりすることで 1

つの文字を消去できます。

（1）2つの式をひいて，xの項を消します。
x y

x y

2 14

6

+ =

+ =
)

1-2より，

1

解き方

2

解き方

……1

……2

 x + 2y = 14

-)  x + y = 6

 y = 8

y=8を2に代入すると，

x+8=6より，x=-2

（2）2つの式を加えて，yの項を消します。
x y

x y

4 3 14

3 11

+ =

- =
)

1+2より，

x=5を2に代入すると，

5-3y=11より，y=-2

（3）一方の式を整数倍して，xまたは yの係数の絶対

値が同じになるようにします。
x y

x y

4 3 1

10 9 2

+ =

+ =
)

1*3

2

x=
2
1

x=
2
1 を1に代入すると，2+3y=1より，y=

3
1

-

（4）2つの式をそれぞれ整数倍して，xまたは yの係

数の絶対値が等しくなるようにします。
x y

x y

4 5 8

3 2 1

+ =-

+ =
)

1*3

2*4

y=-4を2に代入すると，3x-8=1より，x=3

（5）●x+▲y=■となるように，2式をそれぞれ整理

します。
x y

x y

3 6 0

8 4 12 0

- - =

- + =
)

1より，x-3y=6……1'

2より，2x-y=-3……2'

1'*2

2'

y=-3を1'に代入すると，x+9=6より，x=-3

……1

……2

 4x + 3y = 14

+)  x - 3y = 11

 5x  = 25

 x = 5

……1

……2

 12x + 9y = 3

-)  10x + 9y = 2

 2x  = 1

……1

……2

 12x + 15y = -24

-)  12x + 8y =  4

  7y = -28

 y = -4

……1

……2

 2x - 6y = 12

-)  2x - y = -3

 - 5y = 15

  y = -3

本文 p.11
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（1）(x，y)=(2，-4)	 （2）(x，y)=(2，6)

（3）(x，y)=(1，-2)

一方の式を他方の式に代入することによっ

て，1つの文字を消去して解きます。

（1）
x y

x y

2 10

3 2

= +

+ =
)

1を2に代入すると，

3(2y+10)+y=2

6y+30+y=2

7y=-28

y=-4

y=-4を1に代入すると，x=2

（2）
y x

y x

4 2

4

= -

= +
)

2を1に代入すると，

x+4=4x-2

x-4x=-2-4

-3x=-6

x=2

x=2を1に代入すると，y=6

（3）
x y

y x

3 2 7

2 5 9

- =

= -
)

2を1に代入すると，

3x-(5x-9)=7

3x-5x+9=7

-2x=-2

x=1

x=1を2に代入すると，2y=-4，y=-2

（1）(x，y)=(-4，8)	 （2）(x，y)=(4，1)

（3）(x，y)=(2，0) （4）(x，y)=(3，2)

（5）(x，y)=(-1，7) （6）(x，y)=(2，5)

（1）（2）かっこをはずして，式を整理してから，

加減法または代入法で解きます。

（1）
x y

x y

7 2 12

5 4 3 0

+ =-

- - =] g
)

2より，5x+4y=12……2'

1*2

2'

x=-4を1に代入すると，y=8

3

解き方

……1

……2

……1

……2

……1

……2

4

解き方

……1

……2

 14x + 4y = -24

-)  5x + 4y =  12

 9x  = -36

 x = -4

（2）
x x y

y x y

4 3 2 2

2 3 7

- + =

- - =-

]

] g

g
)

1より，x-2y=2……1'

2より，-3x+5y=-7……2'

1'*3

2'

y=1を1'に代入すると，x=4

（3）（4）係数に分数をふくむ方程式は，係数がすべて整

数になるように変形します。

（3）下の式の両辺に 6をかけます。
x y

x y

2 4

3 2 6

+ =

+ =
)

（4）上の式の両辺に 6をかけて整理します。下の式を

●x+▲y=■となるように整理します。
x y

x y

2 1

4 5 22

- =-

+ =
)

（5）（6）係数に小数をふくむ方程式は，10，100，…な

どを両辺にかけて，係数を整数にします。

（5）上の式の両辺に 10をかけます。

x y

x y

3 20

5 36

+ =

- =-
)

（6）上の式の両辺にも下の式の両辺にも 10をかけます。

x y

x y

5 12 70

3 15 69

+ =

- =-
)

(x，y)=(3，1)

A=B=Cの形の連立方程式は，
A B

A C

=

=
) 　　 A B

B C

=

=
) 　　 A C

B C

=

=
)

の，どの組み合わせをつくって解いてもよいです。
x y

x y

2 7

4 7

+ =

+ =
)

とすると，

1

2*2

y=1を2に代入すると，x+4=7より，x=3

……1

……2

 3x - 6y = 6

+) - 3x + 5y = -7

 - y = -1

 y = 1

5

解き方

……1

……2

 2x + y = 7

-)  2x + 8y = 14

 - 7y = -7

 y = 1

本文 p.12
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2節 連立方程式の利用

p.14-15  Step 2

鉛筆 1本 50円，ノート 1冊 140円
2通りの買い方の代金について，式をつくり

ます。

鉛筆1本をx円，ノート1冊をy円とすると，鉛筆6本

とノート4冊を買うと860円だから，

6x+4y=860

また，同じ鉛筆4本と同じノート5冊を買うと900円だ

から，

4x+5y=900

よって，次の連立方程式がつくれます。加減法で解き

ます。
x y

x y

6 4 860

4 5 900

+ =

+ =
)

1*2

2*3

y=140を1に代入すると，

6x+560=860より，x=50

a=4，b=2

連立方程式
ax by

bx ay

8

2

+ =

+ =-
) の解が

(x，y)=(3，-2)だから，解を連立方程式に代入す

ると，次の a，bについての連立方程式がつくれます。
a b

b a

3 2 8

3 2 2

- =

- =-
)

2より，-2a+3b=-2……2'

1*3

2'*2

a=4を1に代入すると，

12-2b=8より，b=2

1

解き方

……1

……2

 12x + 8y = 1720

-)  12x + 15y = 2700

- 7y = -980

 y = 140

2

解き方

……1

……2

 9a - 6b = 24

+) - 4a + 6b = - 4

 5a  = 20

 a = 4

今年の男子 220人，今年の女子 156人
昨年の生徒数と今年の生徒数で連立方程式

をつくります。

昨年の男子の生徒数を x人，昨年の女子の生徒数を

y人とすると，昨年の全校生徒数が 400人であること

から，x+y=400

今年の男子の生徒数は，昨年より 12%減ったので，

昨年の 88%ということになり，今年の男子の生徒数

を xを使って表すと， x
100
88 人です。

今年の女子の生徒数は，昨年より 4%増えたので，昨

年の 104% ということになり，今年の女子の生徒数

を yを使って表すと， y
100
104 人です。

今年の全校生徒数は，昨年より 24人減ったので，

400-24=376（人）

したがって， x y
100
88

100
104

376+ =

よって，次の連立方程式がつくれます。

x y

x y

400

100
88

100
104

376

+ =

+ =
*

2*100より，88x+104y=37600

両辺を 8でわると，11x+13y=4700……2'

2'

1*11

y=150を1に代入すると，

x+150=400より，x=250

よって，今年の生徒数はそれぞれ，

男子
100
88

250 220# = （人）

女子
100
104

150 156# = （人）

別解増加を正の数，減少を負の数で表すと，今年

の男子の生徒数は，昨年より 12%減ったので，

x
100
12

- 人です。今年の女子の生徒数は，昨年よ

り 4%増えたので， y
100
4

+ 人です。

今年の全校生徒数は，昨年より 24人減ったので，

-24人と表せることから，

x y
100
12

100
4

24- + =- ……3

1と3で連立方程式をつくってもよいです。

3

解き方

……1

……2

 11x + 13y = 4700

-)  11x + 11y = 4400

 2y = 300

 y = 150

本文 p.14
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3人乗り 8艇，2人乗り 7艇
ボートの艇数とクラスの人数で連立方程式

をつくります。

3人乗りのボートを x艇，2人乗りのボートを y艇と

すると，ボートの合計が 15艇だから，

x+y=15

クラスの人数が 38人だから，

3x+2y=38

よって，次の連立方程式がつくれます。
x y

x y

15

3 2 38

+ =

+ =
)

2

1*2

x=8を1に代入すると，

8+y=15より，y=7

自転車で進んだ道のり 5km，
歩いた道のり 2km

道のりと時間で連立方程式をつくります。

時間の単位に注意しましょう。下のような線分図を

かくと，よりわかりやすくなります。

自転車で進んだ道のりを xkm，歩いた道のりを ykm

とすると，家から公園まで 7km離れているので，

x+y=7

（時間）=
（道のり）
（速さ）だから，自転車で進んだ時間は

x
30
時間，歩いた時間は y

4
時間です。

家を出発してから公園に着くまでにかかった時間は，

40分=
60
40 時間だから，

x y
30 4 60

40
+ =

よって，次の連立方程式がつくれます。

x y

x y

7

30 4 60
40

+ =

+ =
*

4

解き方

……1

……2

 3x + 2y = 38

-)  2x + 2y = 30

 x  = 8

5

解き方

6.8

家
時速30km

40分=　  時間

時間x
30

40
60

時間y
4

時速4km
公
園

7km
ykmxkm

……1

……2

2*60より，2x+15y=40……2'

2'

1*2

y=2を1に代入すると，

x+2=7より，x=5

商品 A 20個，商品 B 10個
商品 Aを x個，商品 Bを y個つめるとして，

連立方程式をつくり，加減法で解きます。
x y

x y

30

50 30 200 1500

+ =

+ + =
)

2を整理すると，50x+30y=1300

5x+3y=130……3

1*3

3

x=20を1に代入すると，20+y=30より，y=10

27

もとの整数の十の位の数を x，一の位の数

を yとすると，もとの整数は 10x+y，十の位の数と

一の位の数を入れかえてできる 2けたの整数は

10y+xと表せます。

もとの 2けたの整数は，各位の数の和の 3倍と等し

いので，10x+y=3(x+y)

また，十の位の数と一の位の数を入れかえてできる 2

けたの整数は，もとの整数の 3倍よりも 9小さいので，

10y+x=3(10x+y)-9

よって，次の連立方程式がつくれます。
x y x y

y x x y

10 3

10 3 10 9

+ = +

+ = + -

]

]

g

g
)

1より，7x-2y=0……1'

2より，-29x+7y=-9……2'

1'*7

2'*2

x=2を1'に代入すると，14-2y=0より，y=7

もとの整数は 10x+yだから，27

 2x + 15y = 40

-)  2x + 2y = 14

 13y = 26

 y = 2

6

解き方

……1

……2

 3x + 3y = 90

-)  5x + 3y = 130

- 2x  = -40

 x = 20

7

解き方

……1

……2

 49x - 14y = 0

+) - 58x + 14y = -18

- 9x  = -18

 x = 2

本文 p.14-15
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3％の食塩水 250g，9％の食塩水 50g

食塩水の質量の関係と食塩水にとけている

食塩の質量の関係で連立方程式をつくります。

3%の食塩水を xg，9%の食塩水を ygとすると，つ

くる 4%の食塩水は 300gだから，

x+y=300

また，3%の食塩水 xgにとけている食塩の質量は

x
100
3

g，9%の食塩水 ygにとけている食塩の質量

は y
100
9

g，4%の食塩水 300gにとけている食塩の

質量は300
100
4

# (g)だから，

x y
100
3

100
9

300
100
4

#+ =

よって，次の連立方程式がつくれます。

x y

x y

300

100
3

100
9

300
100
4

#

+ =

+ =
*

2*100より，3x+9y=1200

両辺を 3でわると，x+3y=400……2'

2'

1

y=50を1に代入すると，

x+50=300より，x=250

8

解き方

……1

……2

 x + 3y = 400

-)  x + y = 300

 2y = 100

 y = 50

p.16-17  Step 3

(x，y)=(2，4)，(4，1)

（1）(x，y)=(4，1)　（2）(x，y)=(5，3)

（3）(x，y)=(1，2)　（4）(x，y)=(2，1)

（5）(x，y)=(1，2)　（6）(x，y)=(3，-2)

（7）(x，y)=(4，3)　（8）(x，y)=(4，-2)

(x，y)=(3，-2)

おとな 1人の入館料 800円，
中学生 1人の入館料 500円
姉 5000円，妹 4000円

（1）
x y

x y

620

100
6

100
5 2

+ =

- =
*

（2）男子 300人，女子 320人
（3）男子 318人，女子 304人

（1）
x y

x y

1600 60

2500 90

+ =

+ =
)

（2）列車の長さ 200m，列車の速さ　秒速 30m

解き方

xに 1，2，…と代入して，yの値を求めます。

x の値が 5以上になると，y の値は負の数になる

ので，yが自然数となることはありません。

だから，(x，y)=(2，4)，(4，1)

（6）
. . .

x y

x y

2 4

0 3 0 1 0 7

+ =

+ =
)

2*10より，3x+y=7……2'

2'

1

x=3を1に代入すると，6+y=4より，y=-2

（7）
x y

x y

2 10

4
3

3
1

2

+ =

- =
*

2*12より，9x-4y=24……2'

1*2

2'

x=4を1に代入すると，4+2y=10より，y=3

1

2

3

4

5

6

7

1

x 1 2 3 4 5 …

y
2
11

4
2
5

1
2
1

- …

2
……1

……2

 3x + y = 7

-)  2x + y = 4

 x  = 3

……1

……2

 2x + 4y = 20

+)  9x - 4y = 24

 11x  = 44

 x = 4

本文 p.15-16
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（8）
. .x y

x
y

0 1 0 3 1

2
3
2

8

- =

-
+
=

*

1*10より，x-3y=10……1'

2*3より，6x-(y+2)=24

6x-y=26……2'

1'*6

2'

y=-2を1'に代入すると，x+6=10より，x=4

A=B=Cの形の連立方程式は，
A B

A C

=

=
) 　　 A B

B C

=

=
) 　　 A C

B C

=

=
)

の，どの組み合わせをつくって解いてもよいです。
x y

x y

2 8

6 5 8

- =

+ =
)

として，これを解くと，(x，y)=(3，-2)

おとな 1人の入館料を x円，中学生 1人の入館料

を y円とすると，

おとな 2人と中学生 1人で 2100円だから，

2x+y=2100

おとな 1人と中学生 2人で 1800円だから，

x+2y=1800

よって，次の連立方程式がつくれます。
x y

x y

2 2100

2 1800

+ =

+ =
)

これを解くと，(x，y)=(800，500)

はじめに持っていたお金を，姉が x円，妹が y円

とすると，姉は持っていたお金の 90%を出したの

で
100
90
x円，妹は持っていたお金の 80%を出した

ので
100
80
y円出したことになります。

よって，
100
90

100
80

x y 7700+ =

また，それぞれ残っているお金は，はじめに持っ

ていたお金の，姉は 10%だから
100
10
x円，妹は

20%だから
100
20
y円で，残っているお金は，妹の

方が 300円多いので，
100
20

100
10

y x 300- = です。

よって，次の連立方程式がつくれます。

……1

……2

 6x - 18y = 60

-)  6x - y = 26

 - 17y = 34

 y = -2

3

4

5

x y

y x

100
90

100
80

7700

100
20

100
10

300

+ =

- =
*

これを解くと，(x，y)=(5000，4000)

（1）分数を小数で表して，
. .

x y

x y

620

0 06 0 05 2

+ =

- =
) とし

てもよいです。

別解今年の全校生徒数から次のような連立方程式

をつくってもよいです。

. .

x y

x y

620

1 06 0 95 622

+ =

+ =
)

（2）
x y

x y

620

100
6

100
5

2

+ =

- =
*

2*100より，6x-5y=200……2'

1*5+2'より，11x=3300

x=300

x=300を1に代入すると，y=320

（3）今年の男子の人数は，

（昨年の男子の人数）+（昨年の男子の人数の 6％）

だから，

300+300*0.06=318（人）

女子の数は，

（昨年の女子の人数）-（昨年の女子の人数の 5％）

だから，

320-320*0.05=304（人）

列車は，鉄橋を渡りはじめてから渡り終わるまで

に，（鉄橋の長さ）+（列車の長さ）を進むことにな

ります。

列車は鉄橋を渡りはじめてから渡り終わるまでに，

秒速 ymで 60秒かかるので，

1600+x=60y

同様に，2500mのトンネルにはいりはじめてから

出てしまうまでに，90秒かかるので，

2500+x=90y

よって，次の連立方程式がつくれます。
x y

x y

1600 60

2500 90

+ =

+ =
)

これを解くと，(x，y)=(200，30)

6

……1

……2

7

鉄橋の長さ 列車の長さ
xm1600m

本文 p.16-17
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3章 一次関数

1節 一次関数とグラフ

p.19-21  Step 2

（1）y=400-x	 （2）y
x
30

=

（3）y
x
40

= 	 （4）y=150x+200

（5）y=x2 一次関数であるもの（1），（4）

（3） x y
2
1 20# # = ➡ y

x
40=

y=ax+bの形（yが xの一次式）で表される式が一次

関数です。（2），（3）は，xが分母にあるので，一次式

ではありません。（5）は，二次式です。

（1）㋐-11 ㋑-8 ㋒-5

㋓-2 ㋔ 1 ㋕ 4

㋖ 7

（2）xの増加量 5，yの増加量 15，
変化の割合 3

（1）x の値が 1増加すると，y の値は 3増加

することに着目すると，速く表の空欄をうめること

ができます。

（2）xの増加量=3-(-2)=5

yの増加量=7-(-8)=15

（1）
3
2

-  （2）-4

（1）変化の割合は一定で，y=ax+bの aに

等しいです。

（2）（変化の割合）=
（yの増加量）
（xの増加量）

より，

（yの増加量）=（xの増加量）*（変化の割合）

よって，6
3
2

4# - =-c m

（1）傾き 2 切片-5

（2）傾き
3
2

-  切片
4
3

直線 y=ax+b で，a は傾き，b は切片を表

します。

161

解き方

2

解き方

3

解き方

4

解き方

（5）yの変域 1Xy<3

切片や傾きなどをもとにして，グラフが通

る 2点を求めます。次の 2通りのかき方があります。

1傾きと切片を求めてかく。

（例）（1）は，傾き 2，切片-3

（2）は，傾き-1，切片 3

2yが整数となるような適当な整数を xに選び，2点

を求めてかく。

（例）（3）は，2点 (0，-5)，(4，-2)を通る。

（4）は，2点 (0，-4)，(-2，-1)を通る。

（5）変域の両端の座標を求めてグラフをかきます。

x=-3のとき y=3，x=3のとき y=1だから，

(-3，3)と (3，1)を結びます。また，変域の部分は

実線で示し，変域にふくまれない部分は点線で示し

ます。その点をふくまないことは○で示します。

yの変域は，グラフから求めます。

（1）y=-2x+7 （2）y x
2
3

5= +

（3）y=2x+1 （4）y x
4
3

3=- +

（5）y=2x+5 （6）y=-3x-1

求める直線の式を y=ax+bとします。

（1）傾きが-2より a=-2だから，y=-2x+b

点 (4，-1) を通るから，上の式に x=4，y=-1 を

代入すると，b=7

したがって，求める式は，y=-2x+7

（2）直線 y x
2
3= に平行なので，傾きは

2
3 より a=

2
3

だから，y=
2
3

x+b

x=-2，y=2を代入すると，b=5

したがって，求める式は，y=
2
3

x+5

5 y

x
O

5

5-5

-5

4

5

2 1

3

解き方

6

解き方

本文 p.19-21
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（3）変化の割合が 2であるから，a=2で，y=2x+b

x=-6，y=-11を代入すると，b=1

したがって，求める式は，y=2x+1

（4）xの増加量が 4のときの yの増加量が-3だから，

（変化の割合）=
（yの増加量）
（xの増加量）

=
4
3-

だから，y=
4
3- x+b

x=8，y=-3を代入すると，b=3

したがって，求める式は，y=
4
3- x+3

（5）2点 (-1，3)，(2，9)を通るから，グラフの傾きは，

2
9 3
1

2
-
-
-

=
] g

より a=2

よって，y=2x+b

x=-1，y=3を代入すると，b=5

したがって，求める式は，y=2x+5

別解

x=-1のとき y=3だから，

3=-a+b……1

x=2のとき y=9だから，

9=2a+b……2

1と2を連立方程式として解くと，

a=2，b=5

したがって，求める式は，y=2x+5

（6）（変化の割合）=
3 2
10 5

3
-
-
-

-
=-

] g

だから，y=-3x+b

x=-2，y=5を代入すると，b=-1

したがって，求める式は，y=-3x-1

別解

x=-2のとき y=5だから，

5=-2a+b……1

x=3のとき y=-10だから，

-10=3a+b……2

1と2を連立方程式として解くと，

a=-3，b=-1

したがって，求める式は，y=-3x-1

2節 一次関数と方程式

3節 一次関数の利用

p.23-27  Step 2

（1）y=x-4 （2）y x
3
2

=-

（3）y=-2x+1 （4）y x
3
1

2= -

（5）y=5 （6）x=-4

（グラフは下の図）

yについて解き，傾きと切片からグラフをか

きます。

（4）x-3y=6

-3y=-x+6

y x
3
1

2= - ➡切片は-2，傾きは
3
1

（1）㋓　　（2）㋒　　（3）㋑　　（4）㋐　　（5）㋔
yについて解きます。

（2）文字が xだけの式に関しては，xについて解きま

しょう。

（1）(x，y)=(2，1)	 （2）(x，y)=(3，-2)

2つの方程式のグラフを正しくかき，交点の

座標を調べましょう。

1

y

x
O

5

5-5

-5

36

5
2

4

1

解き方

2

解き方

3

y

x
O

5

y

x
O

5

-5

-5

-5

-5

5 5

解き方

本文 p.21，23
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（1）y x
2
1

2
3

=- -  （2）y=2x-4

（3）P（1，-2）
（1）（2）求める直線の式を y=ax+bとします。

直線 l について，傾きが
2
1- より a=

2
1- だから，

y= x b
2
1- +

点 (3，-3)を通るから，b=
2
3-

したがって，直線 lの式は，y= x
2
1

2
3- -

直線mについて，傾きが 2より a=2だから，

y=2x+b

点 (4，4)を通るから，b=-4

よって，直線mの式は，y=2x-4です。

（3）連立方程式
y x

y x

2
1

2
3

2 4

=- -

= -

* を解くと，x=1，

y=-2となるから，交点 Pの座標は，(1，-2)です。

（1）y=2x+4 （2）A（2，8）
（3）48

（1）直線 lは点 (0，4)を通るので切片は 4で

す。したがって，y=ax+4に直線 lが通るもう 1つ

の点 Bの座標 (-2，0)を代入して，0=-2a+4，

a=2

（2）もう一方の直線は，2点 (0，10)，(10，0)を通る

ので，式は y=-x+10

これと直線 lの式を連立方程式とみて解きます。

（3）BCを底辺とすると，BC=10-(-2)=12

高さは，Aの y座標より，8となるので，

△ABC=
2
1 12 8 48# # =

（1）秒速 343m （2）y=0.6x+331

（3）1730m

（1）音の速さは気温が 1 °C上がるごとに秒速

0.6mずつ速くなるので，5 °C上がると，0.6*5=3

より，秒速 3m速くなります。

（2）気温が x °Cのときの音の速さは，y=0.6x+bと表

せます。気温が 15 °Cのとき秒速 340mだから，x=15，

y=340を代入して，340=0.6*15+b，b=331

（3）気温が 25 °Cのときの音の速さは，y=0.6x+331

に x=25を代入して，y=346より，秒速 346mです。

4

解き方

5

解き方

6

解き方

（1）y=250x+150　(xZ2)

（2）2650円
（1）y=ax+bとします。

5km乗ると 1400円だから，1400=5a+b……1

12km乗ると 3150円だから，3150=12a+b……2

1，2より，a=250，b=150

（2）y=250x+150に x=10を代入して，yの値を求

めます。

（1）y x
9
4

20=- +

(0XxX45)

（2）（右の図）
（3）4cm

（1）y=ax+bとします。

0分後のろうそくの長さは 20cmだから，

20=a*0+b……1

18分後のろうそくの長さは 12cmだから，

12=18a+b……2

1，2より，
9
4

a=- ，b=20

ここで，
9
4

y x 20=- + に y=0を代入して xの値を

求めると，x=45より，45分後にろうそくは燃えつ

きることがわかります。

よって，xの変域は，0XxX45です。

（2）0分後のろうそくの長さは 20cm，45分後のろう

そくの長さは 0cmですから，2点 (0，20)と (45，0)

を線分で結びます。

（3）
9
4

y x 20=- + に x=36を代入して，yの値を求

めます。

（1）ばねA 30mm ばねB 40mm

（2）おもりの重さ25g，ばねの長さ45mm

（1）何もつるさないから，x=0です。それぞ

れのグラフで，x=0のときの yの値を読み取ります。

（2）まず，2つの直線の式を求めます。

ばね Aの直線は切片が 30で，ばね Aに 10gのおも

りをつるすと 6mmのびるから，傾きは，
10
6

5
3=

です。よって，ばね Aの直線の式は，y x
5
3 30= +

7

解き方

8
y

x
O 10 20 30 40 50

10

20

30

解き方

9

解き方

本文 p.24-26
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ばね Bの直線は切片が 40で，ばね Bに 10gのおも

りをつるすと 2mmのびるから，傾きは，
10
2

5
1=

です。よって，ばね Bの直線の式は，y x
5
1 40= +

2つのばねの長さが等しくなるのは，2つの直線が交

わるときです。

連立方程式
y x

y x

5
3

30

5
1

40

= +

= +
*

を解くと，x=25，y=45

2つのばねの長さが等しく

なるのは，25gのおもりを

つるしたときで，そのとき

のばねの長さは 45mmです。

（1）y x
2
5

50=- +

(0XxX8)

（2）30XyX50

（3）（右の図）

（1）多角形 ABCPは APFBCの台形です。

AP=8-x(cm)より，面積は，

2
y

x8 12 5#
=

- +] g" ,

2
x
5

50=- +

（2）多角形 ABCPの面積

は，点 Pが Dに重なっ

ているとき，もっとも

大きくなります。

2
y

8 12 5
50

#
=

+
=

] g

また，多角形 ABCPの

面積は，点 Pが Aに重

なっているとき，もっ

とも小さくなります。

2
y

1
12 5 30# #= =

したがって，yの変域は，30XyX50です。

（3）（1）より，x=0のとき y=50，x=8のとき y=30

だから，2点 (0，50)と (8，30)を両端とする線分に

なります。

O 25

y（mm）

x（g）

A
B45

10
y

x
O 2 4 6 8 10

20

40

60

解き方

A
P8cm

12cm
B C

D

5cm

8cm

12cm
B C

5cm

A
P

D

（1）y=2x

(0XxX6)

（2）y=-3x+30

(6XxX10)

（3）（右の図）

（4）x=4，
3
22

（1）BP=xcmより，

2
1

y x 4# #=

=2x

注意 ACを高さと

考えます。

（2）PA=10-x(cm)より，

2
1

y x10 6# #= -] g

=-3x+30

注意 BCを高さと

考えます。

（3）（1）より，x=0のとき y=0，x=6のとき y=12

（2）より，x=10のとき y=0

したがって，3点 (0，0)，(6，12)，(10，0)を結んだ

折れ線になります。

（4）y=2xと y=-3x+30に y=8を代入して，xの

値を求めます。

（1）Aさん y x
5
2

= 　(0XxX30)，

父 y x
5
4

24=- + 　(15XxX30)

（2）時刻 8時 20分，場所家から 8kmの地点
（1）父の式を y=ax+bとします。

点 (15，12)を通るので，12=15a+b……1

点 (30，0)を通るので，0=30a+b……2

1，2を連立方程式とみて解くと，
5
4

a=- ，b=24

よって， y x
5
4

24=- +

Aさんのグラフは，原点と点 (30，12)を通ります。

（2）（1）で求めた Aさんと父の式を連立方程式とみて解

くと，(x，y)=(20，8)です。

2人がすれ違うのは，8時から 20分後，すなわち，8

時 20分に家から 8kmの地点です。

11 y

x

10

5

O 5 10

解き方 A

B
P Cxcm

4cm

P

6cm

A

B C
10-x(cm)

12

解き方

本文 p.26-27
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p.28-29  Step 3

㋐-4　㋑ 5　㋒ 10

（右の図）
（1）y=3x-3

（2）y=-2x+7

（3）y x
3
4

3
5=- -

（1）P(0，-5)

Q(0，4)

R(6，1)　（2）27

（1）4200円
（2）A y=40x+3000

(xZ0)

B y=50x+2500

(xZ0)

（3）（右の図）　（4）50分

（1）y x
2
3

= (0XxX4)　（2）y=6 (4XxX7)

（3）y x
2
3

2
33=- +

(7XxX11)

（4）（右の図）

（5）x
3
8

= ，
3
25

解き方

y=3x+2 に x や y の値を代入して，もう一方の

値を求めます。

y=ax+bの形になっていない方程式は，yについ

て解き，傾きと切片を調べましょう。文字が xし

かない式に関しては，xについて解きましょう。

（3）3x-4y=8

3xを移項して，-4y=-3x+8

両辺を-4でわると，
4
3

y x 2= -

y=ax+bに条件を入れて a，bの値を求めます。

通る点の座標は y=ax+bに代入することができ

ます。

（2）直線 y=-2x+5に平行なので，傾きは-2よ

り a=-2だから，y=-2x+b

点 (5，-3) を通るから，x=5，y=-3 を代入し

て，-3=-2*5+b，b=7

1

2 y

x

15

4
3

2

-5 O 5

5

-5

3

4

5

6

y

xO 5

5

10

1

2

3

（1）P，Qの y座標は直線 l，直線mの切片だから，

P(0，-5)，Q(0，4)

また，直線 l，直線mの式を連立方程式として解

くと，交点 Rの座標が求められます。

（2）RPQRの底辺を PQとすると，

PQ=4-(-5)=9で，R(6，1)より，高さは 6だ

から，

RPQR=
2
1
9 6 27# # =

（1）月額基本使用料が 3000円で，1分ごとに 40円

の通話料がかかるので，1か月に 30分通話したと

きの使用料は，

3000+40*30=4200（円）

（4）（2）で求めた Aプランと Bプランの式を連立方

程式とみて解くと，

40x+3000=50x+2500，x=50

（3）でかいたグラフを見ると，交点より右側では A

プランの方が，Bプランより安くなっています。

よって，50分。

（2）RABP の底辺を AB とすると，点 P が辺 CD

上にあるときは，底辺と高さは常に一定だから，

2
1

y 3 4 6# #= =

（3）RABPの底辺を ABとすると，高さは APです。

APの長さを xを使って表すと，AP=11-x(cm)

だから，

2
1

y x3 11# #= -] g

2
3

2
33

x=- +

（5）グラフより，y=4となるのは，点 Pが辺 BC上

にあるときに 1回，辺 DA上にあるときに 1回あ

ります。

よって，（1）で求めた式と，（3）で求めた式に，それ

ぞれ y=4を代入すると，

（1）より，
2
3
x4= ，

3
8

x=

この解は 0XxX4を満たします。

（3）より，
2
3

2
33

x4=- + ，
3
25

x=

この解は 7XxX11を満たします。

よって，
3
8

x= ，
3
25 です。

4

5

6

本文 p.28-29

y

x
1000
2000
3000
4000
5000

O 10 20 30 40 50 60

A

B
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4章 図形の調べ方

1節 平行と合同

p.31-33  Step 2

（1）対頂角Ad，同位角Af

（2）AcとAe，AdとAf

（3）Aa，Ae，Ag

（3）対頂角はつねに等しく，lFmのとき，

同位角，錯角も等しくなります。

（1）Ax=55° （2）Ax=108°

（3）Ax=100° （4）Ax=135°

（5）Ax=20° （6）Ax=128°

対頂角が等しいこと，平行線の同位角，錯

角が等しいことを利用して解きましょう。

（1）平行線の同位角は等しいから，Ax=55°

（2）平行線の錯角は等しいから，Ax=108°

（3）平行線の同位角は等しいから，

Ax=40°+60°=100°

（4）lFm，kFnより，平行線

の同位角は等しいから，

Ax=135°

（5）折れ線の頂点を通り，直線 l，mに平行な直線を

ひくと，平行線の錯角が等しい

ことが利用できます。

Ax=80°-60°

=20°

（6）折れ線の頂点を通り，直線 l，mに平行な直線を

ひくと，平行線の錯角が等しいことが利用できます。

180°-140°=40°

120°-40°=80°

180°-80°=100°

Ax=100°+28°

=128°

1

解き方

42

解き方

l

m

x

40°˚
40°˚

60°˚

45° 45°

45°x

k n
l

m

l

m

x

60°˚
20°˚

60°˚

l

m

140 °˚ 140 °˚40 °˚

80 °˚
80 °˚100 °˚

28°˚ 28°˚

40 °˚

（1）Ax=84° （2）Ax=30°

（3）Ax=75° Ay=85°

（1）三角形の 1つの外角は，そのとなりにな

い 2つの内角の和に等しいので，

Ax=58°+26°=84°

（2）2つの三角形に共通な外角の

大きさを考えます。

Ax+75°=40°+65°

Ax=30°

（3）三角形の 1つの外角は，

そのとなりにない 2つの内

角の和に等しいので，

Ax=45°+30° =75°

三角形の内角の和は 180°

だから，

Ay=180°-(75°+20° )=85°

（1）Ax=28° （2）Ax=75°

（3）Ax=22°

平行線の同位角や錯角が等しいことを利用

して，1つの三角形に角を集めます。

そのあと，三角形の 1 つの外角は，そのとなりにな

い 2つの内角の和に等しいことを使います。

（1）Ax+30°=58°

Ax=28°

（2）Ax+35°=110°

Ax=75°

（3）75°+67°=120°+Ax

Ax=22°

43

解き方

x

40°
65°

75°

x

y

y

20°

30°45°

44

解き方

l

m

x
30 °˚

58°˚

58°˚

l

m
x

110 °˚

110 °˚
35°˚

120°˚

75°˚

67°˚

l

m
x120°˚

本文 p.31-32
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（1）鈍角三角形 （2）直角三角形
（3）鋭角三角形

（1）180°-(60°+10° )=110°

三角形の 1つの内角が鈍角だから，鈍角三角形です。

（2）180°-(40°+50° )=90°

三角形の 1つの内角が直角だから，直角三角形です。

（3）180°-(50°+60° )=70°

三角形の 3 つの内角がすべて鋭角だから，鋭角三角

形です。

（1）十一角形 （2）156°

（3）正九角形 （4）正十二角形
（1）n角形とすると，

180°*(n-2)=1620°，n=11

（2）正十五角形の内角の和は，

180°*(15-2)=2340°

2340°/15=156°

別解次のように考えてもよいです。

多角形の外角の和は 360°だから，正十五角形の 1

つの外角の大きさは，

360°/15=24°

180°-24°=156°

（3）多角形の外角の和は 360°だから，

360°/40°=9

（4）1つの外角の大きさを a°とすると，

a°+5a°=180°

a°=30°

多角形の外角の和は 360°だから，

360°/30°=12

（1）Ax=110° （2）Ax=120°

（3）Ax=55°

（1）五角形の内角の和は，

180°*(5-2)=540°

Ax =540°-(95°+120°+130°+85° ) 

=110°

（2）多角形の外角の和は 360°だから，

360°-(70°+80°+90°+60° )=60°

Ax =180°-60°  

=120°

5

解き方

6

解き方

7

解き方

別解五角形の内角の和から求めてもよいです。

五角形の内角の和は，180° *(5-2)=540°になり

ます。図の外角から内角を求め，五角形の内角の

和を考えると，

Ax+(180°-70° )+(180°-80° )

+(180°-90° )+(180°-60° )=540°

Ax+110°+100°+90°+120°=540°

Ax=120°

（3）右の図のように補助線をひいて考えます。

三角形の 1つの外角は，その

となりにない 2つの内角の和

に等しいことより，

(Ax+32° )+21°=108°

Ax=55°

（1）180° （2）720°

（3）360°

（1）右の図のように補

助線をひき，それぞれの角に

記号をつけます。

三角形の内角の和は 180°だか

ら，

Aa+Ac+Af+Ag+Ad=180° ……1

Ab+Ah+Ae=180° ……2

Af+Ag+Ah=180° ……3

2-3より，

Ab+Ae-(Af+Ag)=0

Af+Ag=Ab+Ae……4

4を1に代入して，

Aa+Ac+Ab+Ae+Ad=180°

（2）右の図のように補助線をひき，

それぞれの角に記号をつけます。

三角形の 1つの外角は，そのと

なりにない 2つの内角の和に等

しいことより，

Aa+Ab=Ac+Ad

六角形の内角の和は 720°だから，印をつけた角の大

きさの和は 720°となります。

x21°
108°

32°

x+32°

8

解き方
a

b

c
f g

h

h
d

e

a

b

c

d

本文 p.32-33
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（3）右の図のようにそれぞれの角に記号をつけます。

三角形の 1つの外角は，その

となりにない 2つの内角の和

に等しいことより，

Aa+Ab=Ag

Ac+Ad=Ah

Ae+Af=Ai

Ag，Ah，Aiはまん中の三角形の外角なので，

Ag+Ah+Ai=360°

したがって，

Aa+Ab+Ac+Ad+Ae+Af = A g + A h + A i 

=360°

（1）Ax=125° （2）Ax=97°

（3）Ax=15°

○=a°，×=b°として考えます。

（1）三角形の内角の和は 180°だから，

2a°+2b°+70°=180°より，a°+b°=55°……1

また，Ax+a°+b°=180°……2

1，2より，Ax=125°

（2）四角形の内角の和は 360°だから，

2a°+2b°+84°+110°=360°より，

a°+b°=83°……1

また，Ax+a°+b°=180°……2

1，2より，Ax=97°

（3）三角形の 1つの外角は，そのとなりにない 2つの

内角の和に等しいことより，

2a°+30°=2b°より，b°-a°=15°……1

また，Ax+a°=b°より，Ax=b°-a° ……2

1，2より，Ax=15°

合同な三角形㋐，㋕，合同条件3

合同な三角形㋑，㋓，合同条件2

合同な三角形㋒，㋔，合同条件1

合同条件にあてはめて考えます。

㋐では，残り 1つの角の大きさが求められるので，1

辺の長さとその両端の角の大きさがわかっています。

㋑では，2辺の長さとその間の角の大きさが，㋒では，
3辺の長さがそれぞれわかっています。

a

c d

e
fi

g
h

b

9

解き方

10

解き方

2節 証　明

p.35  Step 2

（1）仮定RABCORDEF，
結論AABC=ADEF

（2）仮定 2直線が平行，結論同位角は等しい
「ならば」の前後のことばをしっかりと抜き

出しましょう。

（2）仮定や結論がことばで表されている場合もあります。

（1）AD （2）CA

（3）CAD （4）60

（5）2組の辺とその間の角が，それぞれ等しい
（6）CAD （7）CD

（1），（2），（3）の等しい辺や角を書くとき，最

初の「RABEとRCADで」の順番どおり，等号の左

にRABEの辺や角，右にRCADの辺や角を書きま

しょう。仮定や結論を書くときにも，対応する辺や

角の関係を考えて表します。

合同条件は，同じ内容になっていれば，表現が多少

ちがってもよいです。

（例）ROAPとROBQで，
仮定より， AP=BQ……1

lFmから，平行線の錯角は等しいので，
AOAP=AOBQ……2

AOPA=AOQB……3

1，2，3から，1組の辺とその両端の角が
それぞれ等しいので，
ROAPOROBQ

合同な図形では，対応する辺の長さは等しい
ので，
AO=BO

AO=BO を証明するために，AO を辺にも

つ三角形と BO を辺にもつ三角形に注目して，その

合同を証明します。

ROAPOROBQを証明する

ときに AO=BOを使うこと

はできません。

41

解き方

2

解き方

3

解き方

A

O

Pl

m
B Q
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p.36-37  Step 3

（1）60°　（2）100°　（3）85°　（4）88°　（5）69°

（6）101°　（7）103°　（8）76°　（9）540°

（1）9本　（2）10個　（3）1800°

（1）十八角形　（2）正八角形
仮定 AB=AD，AABC=AADE

結論 BC=DE

証明（例）RABCとRADEで，
仮定より， AB=AD……1

 AABC=AADE……2

AAは共通な角だから，
 ABAC=ADAE……3

1，2，3から，1組の辺とその両端の角が，
それぞれ等しいので，RABCORADE

合同な図形では，対応する辺の長さは等しい
ので，BC=DE

仮定AXOP=AYOP，OA=OB

結論AOAP=AOBP

証明（例）RAOPとRBOPで，
仮定より， OA=OB……1

半直線 OPはAXOYの二等分線だから，
 AAOP=ABOP……2

また，OPは共通な辺だから，
 OP=OP……3

1，2，3から，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，RAOPORBOP

合同な図形では，対応する角の大きさは等し
いので，AOAP=AOBP

解き方

（1）Ax+55° +65° =180°より，Ax=60°

（2）折れ線の頂点を通り，直線 l，

mに平行な直線をひくと，平行線

の錯角は等しいので，

Ax=70° +30° =100°

（3）折れ線の頂点を通り，直線

l，mに平行な直線をひくと，

平行線の錯角は等しいので，

130° -70° =60°

Ax=25° +60° =85°

1

2

3

4

5

1

l

m

x

110°70°

30°
30°

l

m

x

110°

60°

25°

70°
70°

（4）右の図のように正三角形の内角はすべて 60°で

あり，平行線の錯角は等しい

ので，Ax=28°+60°=88°

（5）三角形の 1つの外角は，

そのとなりにない 2つの内

角の和に等しいので，Ax+33°=102°，Ax=69°

（6）右の図のように補助線を

ひき，それぞれの角に記号

をつけます。三角形の内角

の和は 180°だから，

Ax+Aa+Ab=180°

57°+13°+31°+Aa+Ab=180°

Ax=57°+13°+31°=101°

（7）180°-77°=103°，180°-48°=132°

五角形の内角の和は 540°だから，

Ax=540°-(103°+99°+103°+132° )=103°

（8）○=a°，×=b°として考えます。

a°+b°+128°=180°より，a°+b°=52°……1

また，Ax+2a°+2b°=180°……2

1，2より，Ax=76°

（9）右の図のように補助線を

ひき，それぞれの角に記号

をつけます。三角形の 1つ

の外角は，そのとなりにない 2つの内角の和に等

しいことより，Aa+Ab=Ac+Ad

五角形の内角の和は 540°だから，印をつけた角の

大きさの和は 540°となります。

（1）n角形の 1つの頂点からひける対角線の数は

(n-3)本だから，12-3=9（本）

（2）9本の対角線がひけるので，9+1=10（個）

（3）三角形が 10個できるので，180°*10=1800°

（1）n角形とすると，180°*(n-2)=2880°，n=18

（2）1つの内角が 135°だから，1つの外角は，

180°-135°=45°

多角形の外角の和は 360°だから，360°/45°=8

「AB=AD」，「AABC=AADE」という 2つの仮定

と，AAは共通な角だから，「ABAC=ADAE」よ

り，三角形の合同を証明します。

仮定より「OA=OB」，角の二等分線だから

「AAOP=ABOP」，共通な辺だから「OP=OP」が

いえます。それらから三角形の合同を証明します。

l

m x

28°
60°

x

a
b13°

31°

57°

a

cd

b

2

3

4

5

本文 p.36-37

校　了

20/12/18　　　　� 中ズバリ数学　啓林館 2年　解答



21

5章 図形の性質と証明

1節 三角形

p.39-41  Step 2

（1）Ax=74° （2）Ax=69°

（3）Ax=107°

（1）AB=ACだから，RABCは二等辺三角形

です。二等辺三角形の底角は等しいから，

AACB=AABC=53°

Ax=180°-(53°+53° )=74°

（2）CA=CBだから，RABCは二等辺三角形です。二

等辺三角形の底角は等しいから，

ACBA=ACAB=Ax

三角形の内角の和は 180°だから，

42°+Ax+Ax=180°

Ax=(180°-42° )/2=69°

（3）AB=ACだから，RABCは二等辺三角形です。二

等辺三角形の底角は等しいから，

AACB=AABC

AACB=(180°-34° )/2=73°

Ax=180°-73°=107°

（例）RDBCとRECBで，
仮定より， BD=CE……1

BCは共通だから， BC=CB……2

二等辺三角形の底角は等しいので，
 ADBC=AECB……3

1，2，3から，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，
RDBCORECB

二等辺三角形の底角は等しいことに注目し

て証明しましょう。

三角形の合同条件

次のどれか 1つが成り立てば合同である。

1　3組の辺が，それぞれ等しい。

2　2組の辺とその間の角が，それぞれ等しい。

3　1組の辺とその両端の角が，それぞれ等しい。

また，記号は対応する頂点の順に書きます。

　ADBC=AECB

1

解き方

2

解き方

（例）RABPとRACQで，
仮定より， AB=AC……1

 BP=CQ……2

二等辺三角形の底角は等しいので，
 AABP=AACQ……3

1，2，3から，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，
RABPORACQ

合同な図形では，対応する辺の長さは等しい
ので，AP=AQ

2つの辺が等しいので，RAPQは二等辺三角
形である。

二等辺三角形であることを示すために，2つ

の辺が等しいことを示します。2つの辺が等しいこと

を示すには，合同な三角形に着目するとよいです。

（例）RABPとRACPで，
仮定より， AB=AC……1

APは共通だから， AP=AP……2

APはABACの二等分線だから，
 ABAP=ACAP……3

1，2，3から，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，
RABPORACP

合同な図形では，対応する辺の長さは等しい
ので，PB=PC

2つの辺が等しいので，RPBCは二等辺三角
形である。

点 PはABACの二等分線上の点だから，

ABAP=ACAPがいえます。このことに注目して，

RABPとRACPが合同であることを示し，PB=PC

を示します。

3

解き方

4

解き方
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（1）逆 ab>0ならば，a>0，b>0である。
正誤（反例）正しくない。

反例は a=-2，b=-3

（2）逆RABCの 3つの内角の大きさが等しい
ならば，RABCは正三角形である。
正誤（反例）正しい。

（3）逆 n2が4の倍数ならば，nは4の倍数である。
正誤（反例）正しくない。反例は n=2

仮定と結論を入れかえて逆をつくります。

あることがらが正しくないことを説明するには，反

例を 1 つ示します。仮定にあてはまっていて，結論

が成り立たない場合の例を示していれば，解答以外

の反例を示していてもよいです。

（1）例えば，ab=6のとき，ab>0ですが，

このような a，bには，a=-2，b=-3のように，

a<0，b<0となるものもあります。

（3）例えば，n=2のとき，n2は 4の倍数になりますが，

nは 4の倍数ではありません。

（1）（例）RABEとRCADで，
仮定より， AE=CD……1

RABCは正三角形だから，
 AB=CA……2

 ABAE=AACD=60°……3

1，2，3から，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，
RABEORCAD

（2）120°

（2）（1）より，RABEORCADだから，

AABE=ACAD……1

RABEの内角の和より，

AABE+AAEB+ABAE=180°

ABAE=60°だから，

AABE+AAEB=120°……2

1，2と，三角形の 1つの外角は，そのとなりにな

い 2つの内角の和に等しいことから，

AAPB =ACAD+AAEB 

=AABE+AAEB 

=120°

5

解き方

6

解き方

合同な三角形㋐，㋕，
合同条件直角三角形の斜辺と他の 1辺が，そ
れぞれ等しい
合同な三角形㋑，㋓，
合同条件 2組の辺とその間の角が，それぞれ
等しい
合同な三角形㋒，㋔，
合同条件直角三角形の斜辺と 1つの鋭角が，
それぞれ等しい

合同条件にあてはめて考えます。

㋑と㋓は，斜辺の長さがわかっていないので，直角
三角形の合同条件ではなく，三角形の合同条件を使

います。

（例）ROPHとROPKで，
仮定より， PH=PK……1

PHSOX，PKSOYだから，
 APHO=APKO=90°……2

OPは共通だから， OP=OP……3

1，2，3から，直角三角形の斜辺と他の 1

辺が，それぞれ等しいので，
ROPHOROPK

2つの直角三角形ROPHとROPKの斜辺

OPが共通であることに着目して，直角三角形の合同

条件を使って証明します。

（例）RABCとRDCBで，
仮定より， ABAC=ACDB=90°……1

EB=ECから，二等辺三角形 EBCの底角は等
しいので，
 AACB=ADBC……2

BCは共通だから， BC=CB……3

1，2，3から，直角三角形の斜辺と 1つの
鋭角が，それぞれ等しいので，
RABCORDCB

合同な図形では，対応する辺の長さは等しい
ので，AC=DB

AC=DBを証明するので，ACや DBを辺に

もつ 2つの直角三角形に着目します。

RABCORDCBを示すときに，結論である AC=DB

を仮定として使うことはできないことに注意します。

7

解き方

8

解き方

9

解き方
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2節 四角形

p.43-45  Step 2

（1）x=6 y=5

（2）Aa=60° Ab=120°

（1）平行四辺形の向かいあう辺は等しいので，

x=6です。平行四辺形の対角線は，それぞれの中点

で交わるので， y 10
2
1

5#= = です。

（2）平行四辺形の向かいあう角は等しいので，

Aa=60°

また，平行四辺形のとなりあう角の和は 180°だから，

Ab=180°-60°=120°

（例）ROAEとROCFで，
平行四辺形の対角線は，それぞれの中点で交
わるので， OA=OC……1

対頂角は等しいので，AAOE=ACOF……2

ADFBCから，平行線の錯角は等しいので，
 AOAE=AOCF……3

1，2，3から，1組の辺とその両端の角が，
それぞれ等しいので，
ROAEOROCF

合同な図形では，対応する辺の長さは等しい
ので，OE=OF

平行四辺形の対角線は，それぞれの中点で

交わることに着目して，ROAEOROCFを示します。

RODEとROBFの合同を示してもよいです。

㋐，㋒
四角形は，次の各場合に平行四辺形である

といえます。

四角形が平行四辺形になるための条件

次のどれか 1つが成り立てば平行四辺形である。

12組の向かいあう辺が，それぞれ平行である。

22組の向かいあう辺が，それぞれ等しい。

32組の向かいあう角が，それぞれ等しい。

4 対角線が，それぞれの中点で交わる。

51組の向かいあう辺が，等しくて平行である。

㋐ AB=CD，BC=DAより，2組の向かいあう辺が，

それぞれ等しいので，平行四辺形であるといえます。

1

解き方

2

解き方

3

解き方

㋑2組の向かいあう角は，AAとAC，ABとADです。

AA=60°，AC=120°より，AAとACは等しくなく，

AB=120°，AD=60°より，ABとADは等しくない

ので，平行四辺形であるとはいえません。

㋒図のように，辺 ADを Dの方に延長した直線上に

点 Eをとります。

AD=75°より，

ACDE=180°-75°=105°

AA=105°より，AA=ACDE

よって，同位角が等しいので，ABFDC……1

また，仮定より，AB=CD……2

1，2 から，1組の向かいあう辺が，等しくて平行

であるので，四角形 ABCDは平行四辺形です。

注意問題の条件が平行四辺形になる条件の形でな

くても，平行四辺形であるといえることもあります。

（例）四角形 AECGで，
四角形 ABCDは平行四辺形だから，
ABFDC，AB=DCより， AEFGC……1

また，E，Gは AB，DCの中点だから，
 AE=GC……2

1，2から，1組の向かいあう辺が，等しく
て平行であるので，四角形 AECGは平行四辺
形である。
また，四角形 AFCHで，
四角形 ABCDは平行四辺形だから，
ADFBC，AD=BCより， AHFFC……3

また，H，Fは AD，BCの中点だから，
 AH=FC……4

3，4から，1組の向かいあう辺が，等しく
て平行であるので，四角形 AFCHは平行四辺
形である。
四角形 APCQで，
四角形 AECGと四角形 AFCHは平行四辺形だ
から，AGFEC，AFFHC

よって，AQFPC，APFQC

したがって，2組の向かいあう辺が，それぞれ
平行であるので，四角形 APCQは平行四辺形
である。

AQFPC，APFQCを示すために，四角形

AECG，AFCHが平行四辺形であることを示します。

A

B C

D E

75°105°6cm 6cm

4

解き方
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（例）平行四辺形の対角線は，それぞれの中点
で交わるので，　　　　　   OA=OC……1

 OB=OD……2

仮定より， BE=DF……3

OE=OB-BE，OF=OD-DFなので，
2，3から， OE=OF……4

1，4から，対角線が，それぞれの中点で交
わるので，四角形 AECFは平行四辺形である。

対角線が，それぞれの中点で交わることを

示せば，平行四辺形であることが証明できます。

OA=OCとOE=OFを示しましょう。

（1）ひし形 （2）長方形
（3）長方形 （4）正方形

（1）AB=BCより，

AB=BC=CD=DAなので，

すべての辺が等しくなります。

すべての辺が等しい四角形は，

ひし形です。

（2）OA=OBより，AC=BD

2つの対角線の長さが等しい

四角形は，長方形です。

（3）AA=ABより，AA=AB=AC=ADなので，

すべての角が等しくなります。

すべての角が等しい四角形は，

長方形です。

（4）AB=BCより，ひし形にな

り，AA=ABより，長方形になり

ます。ひし形で長方形であるのは，

正方形です。

RABE，RDBC

四角形 DBEFを，RDBEとRDEFに分け

て考えます。

DEFACより，RDEF=RDAE，RDEF=RDCE

となるから，

四角形 DBEF=RDBE+RDAE=RABE

45

解き方

46

解き方

B

C

D

A

O

B C

DA

O

B C

DA

B C

DA

7

解き方

A

B

D F

E
C

A

B

D F

E
C

四角形 DBEF=RDBE+RDCE=RDBC

作図例の手順

1Aと Cを結ぶ。

2Dを通る ACの平行線をひき，辺 BCの延長と

の交点を Eとする。

RDACとRECAは，ACFDEだから，底辺 AC

が共通で高さが等しいので，RDAC=RECAです。

四角形 ABCD =RABC+RDAC 

=RABC+RECA 

=RABE

したがって，RABEが求める三角形になります。

（1）RADE，RCEF

（2）（例）RAEF=RADE-REFD……1

RBDF=RBDE-REFD……2

また，ABFEDより，
RADE=RBDE……3

1，2，3から，RAEF=RBDF

（1）ABFEDより，RBDE=RADE

RBDE=RBDF+REFD……1

RCEF=RCDF+REFD……2

また，ADFBCより，RBDF=RCDF……3

1，2，3から，RBDE=RCEF

A

B

D F

E
C

A

B

D F

E
C

48 A

B
C E

D

解き方

A

B
C

E

D

A

B
C

D

E

49

解き方
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p.46-47  Step 3

（1）75°　（2）30°　（3）45°

（1）69°　（2）75°

（1）75°　（2）15°　（3）RBCIまたはRECI

（4）直角三角形の斜辺と 1つの鋭角が，それぞ
れ等しい
（例）RMBDとRMCEで，
Mは BCの中点だから，
 MB=MC……1

二等辺三角形の底角は等しいので，
 AMBD=AMCE……2

MDSAB，MESACより，
 AMDB=AMEC=90°……3

1，2，3から，直角三角形の斜辺と 1つの
鋭角が，それぞれ等しいので，
RMBDORMCE

合同な図形では，対応する辺の長さは等しい
ので，
MD=ME

（例）RAFDとRCEBで，
平行四辺形の向かいあう辺は等しくて平行だ
から，
 AD=CB……1

 ADFCB……2

2から，平行線の錯角は等しいので，
 AADF=ACBE……3

仮定より， DF=BE……4

1，3，4から，2組の辺とその間の角が，
それぞれ等しいので，
RAFDORCEB

合同な図形では，対応する辺の長さは等しい
ので，
AF=CE

1

2

3

4

5

（例）四角形 ABCDは平行四辺形だから，向か
いあう辺は等しくて平行なので，
 AD=BC……1

 ADFBC……2

同様に，四角形 BEFCも平行四辺形だから，
 BC=EF……3

 BCFEF……4

1，3から， AD=EF……5

2，4から， ADFEF……6

5，6から，1組の向かいあう辺が，等しく
て平行なので，四角形 AEFDは平行四辺形と
なる。

※ FとGが逆でもよいです。

解き方

（1）RABCは AB=ACの二等辺三角形だから，

AABC=AACBより，

AACB=(180° -30° )/2=75°

（2）RBCDは BC=BDの二等辺三角形だから，

ABDC=ABCD=AACB=75°より，

ADBC=180° -(75° +75° )=30°

（3）AABD =AABC-ADBC 

=75° -30° 

=45°

（1）AB=ACより，AACB=AABC=Ax

RABCの 1つの外角は，それととなり合わない 2

つの内角の和に等しいので，

138°  =AABC+AACB 

=Ax+Ax 

=2Ax

Ax=138°/2=69°

（2）AB=ACより，

AACB =ACAD/2 

=60°/2 

=30°

6

7

B

CF D G

E

A

1

2
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RCADの内角の和は 180°なので，

AACD =180°-60°-75°  

=45°

Ax =AACB+AACD 

=30°+45° 

=75°

（1）DA=DEだから，RADEは二等辺三角形です。

ADAE =｛180°-(90°+60° )｝/2 

=15°

ABAE =90°-15°  

=75°

（2）RDAEORCBEより，AE=BEだから，RABE

は二等辺三角形です。

AABE=ABAE=75°

より，ABAH=90°-75°=15°

（3）直角三角形 ABHに含まれる辺 ABやABAH

に着目して，等しい関係を見つけましょう。

例えば，AB=BC=CEです。

（4）二等辺三角形の頂角の二等分線は底辺と垂直に

交わります。

RABH，RBCI，RECIで，

AAHB=ABIC=AEIC=90°

AB=BC=EC，ABAH=ACBI=ACEI=15°

二等辺三角形の底角が等しいことを使い，直角三

角形の 1つの鋭角が等しいことをいいましょう。

3

60°A D

E

B C

75°
A D

E

B
H

C

15°

A D

E

B
H

I G

F

C

4

平行四辺形の向かいあう辺が等しいことと，向か

いあう辺が平行なので，錯角が等しくなることを

利用しましょう。

2つの平行四辺形がつながっているので，まん中

の辺 BCを使い，ADと EFが等しくて平行である

ことを示しましょう。

作図例の手順

1Aと Cを結ぶ。

2Bを通る ACの平行線をひき，辺 DCの延長と

の交点を Fとする。

3Aと Dを結ぶ。

4Eを通る ADの平行線をひき，辺 CDの延長と

の交点を Gとする。

RABCとRFCAは，ACFBFだから，底辺 AC

が共通で高さが等しいので，RABC=RFCAです。

READとRGDAは，ADFEGだから，底辺 AD

が共通で高さが等しいので，READ=RGDAです。

五角形 ABCDE =RABC+RACD+RADE 

=RAFC+RACD+RADG 

=RAFG

したがって，RAFGが求める三角形になります。

5

6

7

B

CF D

E

A

B

CF D G

E

A

B

CF D G

E

A
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6章 場合の数と確率

1節 場合の数と確率

p.49-51  Step 2

（1）
6
1

 （2）
3
2

特にことわりがない限り，さいころは正し

くつくられていると考えます。

正しくつくられたさいころでは， ～ のどの目が

出ることも同様に確からしいです。

1つのさいころを投げるとき，目の出かたは，1，2，

3，4，5，6の 6通りです。

（1）3の目が出る場合は 1通りだから，求める確率は，

6
1 です。

（2）4以下の目が出る場合は 4通りだから，求める確

率は，
6
4

3
2= です。

5
4

あることがらの起こる確率が pであるとき，

あることがらが起こらない確率は 1-pとなります。

ここでは，「はずれくじをひく」ということを「あたり

くじをひかない」ことと考えればよいです。

あたりくじをひく確率が
5
1 なので，

（はずれくじをひく確率）

=（あたりくじをひかない確率）

=1-（あたりくじをひく確率）

=1-
5
1

=
5
4

参考 Aの起こらない確率

あることがら Aの起こる確率が pであるとき，A

の起こらない確率は，1-pである。

1

解き方

2

解き方

（1）
4
1

 （2）
52
3

 （3）
13
1

（1）♠のカードは 13枚あるから，♠のカード

をひく確率は，
52
13

4
1= です。

（2）♥の絵札は 3枚あるから，♥の絵札をひく確率は，

52
3 です。

（3）A のカードは 4枚あるから，A のカードをひく確

率は，
52
4

13
1= です。

確認確率の求め方

起こり得る場合が全部で n通りあり，そのどれが

起こることも同様に確からしいとする。そのうち，

あることがらの起こる場合が a通りあるとき，そ

のことがらの起こる確率 pは，p
n
a=

（1）
2
1

 （2）
10
3

 （3）
5
2

（1）1から 10までの整数で，奇数は，1，3，5，

7，9の 5つあるから，奇数のカードを取り出す確率

は，
10
5

2
1= です。

（2）1 から 10 までの整数で，3 の倍数は，3，6，9 の

3つあるから，3の倍数のカードを取り出す確率は，

10
3 です。

（3）1から 10までの整数で，素数は，2，3，5，7の 4

つあるから，素数のカードを取り出す確率は，

10
4

5
2= です。

確認素数

1 とその数のほかに約数がない数をいい，1 は素

数に含まれません。

3

解き方

4

解き方
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（1）
2
1

 （2）
3
1

 （3）
6
1

1枚ずつ取り出し，1枚目を十の位の数，2

枚目を一の位の数にして 2 けたの整数をつくると，

できる整数は，樹形図から，全部で 12通りです。

（1）偶数は，12，14，24，32，34，42の 6通りです。

よって，求める確率は，
12
6

2
1

= です。

（2）3の倍数は，12，21，24，42の 4通りです。

よって，求める確率は，
12
4

3
1

= です。

（3）十の位の数が，一の位の数より 2大きくなるのは，

31，42の 2通りです。

よって，求める確率は，
12
2

6
1

= です。

（1）

（2）
8
1

 （3）
8
3

（1）左端の○，*を除くと，全く同じ図にな

ることに注意します。

（2）表，裏の出方は，全部で 8通りあります。

3回とも裏になるのは 1通りです。

（3）表が 2回出るのは，○○*，○*○，*○○の

3通りです。

5

解き方

　　　 1枚目　　   2枚目 できた整数

1

2

3

4

2
3
4
1
3
4
1
2
4
1
2
3

……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……

12
13
14
21
23
24
31
32
34
41
42
43

6 1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

解き方

1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

1回目 2回目 3回目 1回目 2回目 3回目

（1）
9
1

 （2）
12
5

 （3）
4
1

（4）
9
8

起こり得るすべての場合は全部で，36通り

です。

（1）目の和が 5になるのは，下の表の色アミの部分で

4通りあります。

よって，求める確率は，
36
4

9
1= です。

（2）目の和が 8以上になるのは，下の表の色アミの部

分で 15通りあります。

よって，求める確率は，
36
15

12
5= です。

（3）4の倍数は，4，8，12です。目の和が 4，8，12

になるのは，下の表の色アミの部分で，それぞれ 3

通り，5通り，1通りあります。

よって，求める確率は，
36

3 5 1
36
9

4
1+ +

= = です。

（4）（1）より，出る目の数の和が 5になる確率は
9
1 だか

ら，出る目の数の和が 5にならない確率は，

1
9
1

9
8- = です。

7

解き方

小
大

2 3 4 5 6 7

3 4 5 6 7 8

4 5 6 7 8 9

5 6 7 8 9 10

6 7 8 9 10 11

7 8 9 10 11 12

小
大

2 3 4 5 6 7

3 4 5 6 7 8

4 5 6 7 8 9

5 6 7 8 9 10

6 7 8 9 10 11

7 8 9 10 11 12

2 3 4 5 6 7

3 4 5 6 7 8

4 5 6 7 8 9

5 6 7 8 9 10

6 7 8 9 10 11

7 8 9 10 11 12

小
大
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（1）10通り

（2）
10
1

 （3）
5
2

（1）樹形図を用いて考えるほかに，次のよう

な表や図を考えてもよいです。

表では，(A，B) と (B，A) は同じなのでどちらかを

数えます。

図（五角形）では，A，B，C，D，Eのうち，2つの頂

点を結ぶ線分の本数を数えます。

（2）AとB の玉を取り出すのは 1通りなので，それを

取り出す確率は，

10
1

です。

（3）2個のうち 1個が Eである

組み合わせは 4通りあるから，

その確率は，

10
4

5
2=

です。

8

A

B
C
D
E

B
C
D
E

D EC
D
E

解き方

A B C D E

A ○ ○ ○ ○
B － ○ ○ ○
C － － ○ ○
D － － － ○
E － － － －

A

B E

DC

A B C D E

A ○ ○ ○ ○
B － ○ ○ ○
C － － ○ ○
D － － － ○
E － － － －

（1）
4
1

 （2）
9
2

1回目の位置をもとにして，次のような表を

つくります。

注意次のような点に注意して表をつくります。

2の目➡対角の位置にくる。

4の目➡ 1回りして元の位置にもどる。

5の目➡ 1回りして 1進む➡ 1の目と同じ

6の目➡ 1回りして 2進む➡ 2の目と同じ

さいころを 2回投げたとき，起こり得るすべての場

合は，表より全部で，36通りです。

（1）2回目に頂点 Aにいるのは，下の表の色アミの部

分で 9通りです。

その確率は，
36
9

4
1=

（2）2回目に頂点 Bにいるのは，下の表の色アミの部

分で 8通りです。

その確率は，
36
8

9
2=

9

解き方

1回目の目 1 2 3 4 5 6

1回目の位置 B C D A B C

2回目の
目と位置

1 C D A B C D
2 D A B C D A
3 A B C D A B
4 B C D A B C
5 C D A B C D
6 D A B C D A

1回目の目 1 2 3 4 5 6

1回目の位置 B C D A B C

2回目の
目と位置

1 C D A B C D
2 D A B C D A
3 A B C D A B
4 B C D A B C
5 C D A B C D
6 D A B C D A

1回目の目 1 2 3 4 5 6

1回目の位置 B C D A B C

2回目の
目と位置

1 C D A B C D
2 D A B C D A
3 A B C D A B
4 B C D A B C
5 C D A B C D
6 D A B C D A

本文 p.51

校　了

20/12/18　　　　� 中ズバリ数学　啓林館 2年　解答



30

p.52-53  Step 3

（1）
4
1 　（2）

13
4 　（3）0　（4）

13
6

（1）
8
1 　（2）

8
3

（1）
6
1 　（2）

9
1 　（3）

18
5

（1）12通り　（2）
4
3

（1）
10
3 　（2）

5
3 　（3）

10
3

（1）
7
3 　（2）

7
3 　（3）

7
5

解き方

（1）♦の札は全部で 13枚あるので，求める確率は，

52
13

4
1= です。

（2）3の倍数の札は，♥，♦，♠，♣の 4種類のそ

れぞれに，3，6，9，12 の 4枚ずつあるので，全

部で，4*4=16（枚）あります。

求める確率は，
52
16

13
4= です。

（3）ジョーカーははいっていないので，求める確率

は，
52
0 0= です。

（4）12の約数の札は，♥，♦，♠，♣の 4種類の

それぞれに，1，2，3，4，6，12の 6枚ずつある

ので，全部で，6*4=24（枚）あります。

求める確率は，
52
24

13
6= です。

（1）表を○，裏を*として樹形図をかくと，表，裏

の出方は全部で 8通りです。

3枚とも表が出るのは，○-○-○の 1通りです。

求める確率は，
8
1 です。

（2）1枚が表で，2枚が裏が出るのは，○-*-*，

*-○-*，*-*-○の 3通りです。求める

確率は，
8
3 です。

1

2

3

4

5

6

1

2

○
○

*

○
*

○
*

*

○

*

○
*

○
*

2つのさいころの目の積を表にすると，下の表の

ようになり，起こり得るすべての場合は全部で，

36通りです。

（1）2つとも同じ目になるのは表の赤い○がついて

いる (1，1)，(2，2)，(3，3)，(4，4)，(5，5)，

(6，6)の 6通りあるから，その確率は，
36
6

6
1=

です。

（2）目の積が 12 になるのは，表の色アミの部分で

4通りなので，その確率は，
36
4

9
1= です。

（3）目の積が 18以上になるのは，表のスミアミの

部分で 10通りなので，その確率は，
36
10

18
5= で

す。

（1）カードを続けて 2枚取り出し，1枚目を十の位

の数，2枚目を一の位の数にして 2 けたの整数を

つくると，できる整数は，樹形図から，全部で 12

通りです。

（2）奇数は，上の樹形図で●のついた 9通りです。

よって，求める確率は，
12
9

4
3

= です。

3

小
大

1 2 3 4 5 6

2 4 6 8 10 12

3 6 9 12 15 18

4 8 12 16 20 24

5 10 15 20 25 30

6 12 18 24 30 36

4

十の位 一の位

5

7

3

2

十の位 一の位

5

7

2

3

十の位 一の位

3

7

2

5

十の位 一の位

3

5

2

7
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赤玉を赤1，赤2，赤3，白玉を白1，白2
とします。

（1）2個の組み合わせをすべて書くと，

{赤1，赤2}，{赤1，赤3}，{赤1，白1}，{赤1，白2}，

{赤2，赤3}，{赤2，白1}，{赤2，白2}，{赤3，白1}，

{赤3，白2}，{白1，白2}の 10通りです。

両方とも赤玉であるのは 3通りだから，求める確

率は，
10
3 です。

参考表を使って考えると，次のようになります。

（2）赤玉 1個と白玉 1個の組み合わせは 6通りだか

ら，求める確率は，
10
6

5
3= です。

（3）2回続けて取り出すとき，順番も考えた組み合

わせは，

〔赤1，赤2〕，〔赤2，赤1〕，〔赤1，赤3〕，〔赤3，赤1〕，

〔赤1，白1〕，〔白1，赤1〕，〔赤1，白2〕，〔白2，赤1〕，

〔赤2，赤3〕，〔赤3，赤2〕，〔赤2，白1〕，〔白1，赤2〕，

〔赤2，白2〕，〔白2，赤2〕，〔赤3，白1〕，〔白1，赤3〕，

〔赤3，白2〕，〔白2，赤3〕，〔白1，白2〕，〔白2，白1〕

の 20通りです。

赤玉→白玉の順になるのは下線の 6通りあるから，

求める確率は，
20
6

10
3= です。

参考表を使って考えると，次のようになります。

5

赤1

赤2

赤3

白1

白2

赤1 赤2 赤3 白1 白2

赤1

赤2

赤3

白1

白2

赤1

2回目

1
回
目

赤2 赤3 白1 白2

あたりくじを1，2，3，はずれくじを4，5，

6，7で表すと，樹形図は次のようになり，A，B

の 2人のくじのひき方は全部で 42通りです。

（1）Aがあたりをひくのは，上の樹形図で●のつい

た 18通りです。

よって，求める確率は，
42
18

7
3= です。

（2）Bがあたりをひくのは，上の樹形図で●のつい

た 18通りです。

よって，求める確率は，
42
18

7
3= です。

（3）A，Bがともにはずれをひくのは，上の樹形図

で印のついていない 12通りです。

この確率は，
42
12

7
2= です。

よって，A，Bのうち，少なくとも 1人があたり

をひく確率は，1
7
2

7
5- = です。

参考あることがらの起こる確率が p であるとき，

あることがらが起こらない確率は 1-pとなります。

「少なくとも 1人があたる」ということを「2人とも

はずれない」ことと考えればよいです。

（少なくとも 1人があたる確率）

=（2人ともはずれない確率）

=1-（2人ともはずれる確率）

=1-
7
2

=
7
5

6
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4
3

2

5
6

B

1

A

4
3

1

5
6

B

2

A

4
2

1

5
6

7 7 7

B

3

A

3

2

1

5
6

B

4

A

3

2

1

4
6

B

5

A

3

2

1

4
5

7

A

3

2

1

4
5

B

7

6

7 7

B

6
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7章 箱ひげ図とデータの活用

1節 箱ひげ図

p.55  Step 2

（1）第 1四分位数 2時間，第 2四分位数 4時間，
第 3四分位数 7時間

（2）5時間 （3）（下の図）

（1）データの数が偶数だから，19番目と 20番

目の平均値が第 2四分位数です。19番目の値は 4，

20番目の値も 4なので，第 2四分位数は 4時間です。

第 1四分位数は前半のデータの中央値のことで，10

番目の値なので 2時間，第 3四分位数は後半のデー

タの中央値のことで，29番目の値なので 7時間です。

（2）（四分位範囲）=（第 3四分位数）-（第 1四分位数）

=7-2=5（時間）

（3）箱ひげ図は，四分位数，最小値，最大値をもとに

してかきます。

（1）2組，1組，3組 （2）1組，3組，2組
（3）3組 （4）㋑

（1）箱ひげ図の箱の中にある縦の線が中央値

（第 2四分位数）です。

（2）（範囲）=（最大値）-（最小値）です。この値が大き

い順に並べかえます。

（3）（四分位範囲）=（第 3四分位数）-（第 1四分位数）

で求められ，箱ひげ図の箱の幅の長さを表します。

この値がいちばん大きいのは 3組です。

（4）㋐中央値を比べます。1組は 5点，2組は 6点，3

組は 4点なので，5点未満の生徒の数がいちばん多い

のは 2組ではありません。よって，間違いです。

㋑ 3組の中央値は 4点なので，4点以上の生徒は半分

以上います。よって，正しいです。

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11（時間）

解き方

第 1四分位数

第 2四分位数最小値 最大値

第 3四分位数

2

解き方

p.56  Step 3

（1）第 1四分位数 3.5時間
第 2四分位数 6.5時間
第 3四分位数 10.5時間

（2）7時間 （3）（下の図）

（1）B　（2）C，A，B　（3）C　（4）㋑

解き方

（1）データの値を小さい順に並べかえると

0　0　0　1　1　2　2　2　3　3　4　4　4　4　4

5　5　5　6　6　7　8　8　8　8　8　8　9　9　10

11　12　14　14　15　16　18　18　24　30

となります。データの数が偶数だから，20番目と

21番目の平均値が第 2四分位数です。20番目の

値は 6，21番目の値は 7なので，第 2四分位数は

.
2
6 7 6 5+

= （時間）です。第 1四分位数は前半の

データの中央値のことで，10番目と 11番目の平

均値，第 3四分位数は後半のデータの中央値のこ

とで，30番目と 31番目の平均値です。

（2）（四分位範囲）=（第3四分位数）-（第1四分位数）

=10.5-3.5=7（時間）

（1）箱ひげ図の箱の中にある縦の線が中央値（第 2

四分位数）です。

（2）四分位範囲は，箱ひげ図の箱の幅の長さを表し

ます。

（3）（範囲）=（最大値）-（最小値）で求められます。

この値がいちばん大きいのは Cです。

（4）㋐ Cだけ中央値が 7.8秒以上の位置にあるので，

7.8秒未満の生徒の数がいちばん多いのは Cでは

ありません。よって，間違いです。

㋑ Bの中央値は 7.6秒の位置にあるので，7.6秒以

上の生徒は半分以上います。よって，正しいです。

㋒箱ひげ図からは，7.6秒未満の生徒の数が同じ

かどうかは判断できません。

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30
（時間）

2

1

2

本文 p.55-56
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